
7 出 穂特性と草地の利用時期について (畜 試外出分場 )

(1)背 景とね らい

イネ科牧草は、春期に出穂現象をみるが、放牧地等にあっては革地の利用効率からみても出

穂は望ましくない。反面早春に放牧等で一時草地を利用した後でも、出穂させ、採草利用した

い場合もある。

しかし、これまでのところ草地のオけ用時期と出穂の関係が必ずしも明かにされていないと思

われるので、春期の利用時期とその後の出穂状況について検討したので参考に供する。

(2)技 術の内容

1)放 牧地等における出穂抑制のための利用時期
・
    リ ー ドカナ,一 グラスは、出縮時期の 10日 前頃 (5月 30日 )、オーチャー ドグラス

は出稲期頃 (6月 10日 )、チモシーは出穂始期頃 (6月 20日 )を重点利用することに

より、出穂は抑制される。

2)出 穂本数に影響しない早春の利用時期

リー ドカナリTは 出穂始畑の 15日 前 (5月 25日 )、オーチャードグラスは出穂始期

の 15日 前 (5月 20日 )、チモシーは出穂始期 20日 前まで利用し、その後は草地を体

ませる。

( 3 ) 指 導上 の留意点

1)当 地での牧草の生育ステーシ(無刈取 )

草 種 出 穂 始 期 出 稔 期 穂 揃  期 開 花 始 期

リー ドカナ リーグラス

オ ~ チ 十~ ド グラス

チ  モ  シ   ー

ペ レニアルライグラス

6 ・ 1 0

6 ・ 5

6 ・ 2 0

6 ・ 5

→  6 ・ 2 0

→  6 o 1 0

→  7 ・5

→  6 ・2 0

→  6 ・ 2 5

→  6 ・ 1 5

→  7 ・ 1 0

→  6 ・ 2 5

→  6 。 3 0

→  6 o 2 5

→  7 ・ 1 0

→  6 。 2 5

他場所でも牧車の生育ステージを合わせ検討することにより、本成績をオJ用できるものと
思われる。

( 4 ) 関 連試験課題名

高冷傾斜地における不耕起草地の永年維持技術(岩手畜試成績槻要書 昭 和525&54

年度 )
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オーチャードグラス '― ドカナツーグラス

ペレニアルライグラス
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